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【研究・技術紹介】 

鉄鋼材料、ステンレス鋼そしてチタン合金などの構造用金属材料・生体用金属材料の研究・開発を行って

います。金属材料の特性は、金属内部および表面のミクロ金属組織に支配されています。そのミクロ金属

組織の形成機構を解明し、金属の成分調整・熱処理・加工を組み合わせて金属組織を制御して、金属材料

に様々な特性を付与する技術を有しています。 

 

テーマ１：酸素含有シールドガスによるチタン溶接金属部の耐食性向上技術 

チタンはステンレス鋼よりも耐食性が高く、厳しい腐食環境下にある化学

プラントなどの配管材料として活用されています。しかし、チタン配管の溶

接部が母材より耐食性が劣化し、配管溶接部から液漏れが生じる場合があ

り、溶接部の耐食性向上技術が求められています。チタンは酸素を多く含む

と脆化するため、通常、チタンを溶接する際は不活性雰囲気下で溶接されま

す。しかし、我々はチタンの耐食性向上に酸化皮膜形成が有効である点に着

目し、チタンの材質劣化を生じさせずに耐食性を向上させる新しい溶接手法

の開発に成功しました。 
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社会実装について（どのような実用化につながる研究・技術であるか）： 

耐食性が必要とされる各種プラント（化学プラント、半導体プラント、食品製造プラント、製薬製造プラ

ントなど）の製造、船舶などに利用される高耐食性の熱交換器開発など 

【研究者から一言】 

私は鉄鋼材料、ステンレス鋼やチタン合金だけではなく、Al 合金や Ni 合金などの各種金属材料の研究を

長年行って来ましたので、金属材料が関係する様々な課題について共同研究や技術相談・リカレント教

育に取り組んでいきたいと考えています。 
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図：シールドガス中の酸素含有量を制御

し、適切にチタン表面のみを酸化させた

溶金部の色見本 


